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第 4節 収納箱の製作

1.設置上の安定を計るために、銅剣358本、銅矛16本、銅鐸 6個、計380′点すべてについて、

充分に灰汁抜き ,乾燥を施 した桐材を使用して、型取 り加工をした台座を個々に製作する。

2.銅剣は 3本に 1枚、計120枚、銅矛は 2本に 1枚、計 8枚、銅鐸は個々に計 6枚の展示台を

兼ねた桐製の台座板を製作 し、台座を乗せて固定する。

3.桐検戸箱を製作 し、台座を固定した展示板を収納する。

イ.銅剣は桐検戸箱10箱 を製作 し、 1箱に台座12板枚 (鋼剣36本)を 12段に収納する。

口。銅矛は桐検戸箱 1箱を製作 し、台座板 8枚 (銅矛16本)を 8段に収納する。

ハ.銅鐸は桐落戸箱 6箱 を製作 し、個々に台座板を収納する。更に桐検戸箱 1箱 を製作し、

6箱を 3列 2段に一括収納する (図版61-2・ 3)。

二.桐検戸箱の最下段に、調湿剤 と徹防止剤を入れ、よリー層安定した状態で銅剣類の保存

を計る。

ホ.床面と桐検戸箱の間に朴材を用いた台輪板を入れ、検戸箱を床面より約 6 cm上げる事で

防湿を計るとともに、下段の取 り出しを容易にする。

へ.台座板 と桐検戸箱内に、物品番号を記入したアクリル製プレー トを取 り付け、整理・分

類を計る (写真92)。

以上が保存箱製作に関する仕様であるが、詳細は以下に各項 目別に記述することにする。

(1)銅剣・銅矛 。銅鐸台座製作

銅剣・銅矛

当初、安全性を考慮 して、全体をすっぽ りと入れ込むように深彫 りする方法も考えられたが、

取扱いの容易さと、展示された状態で金同剣・銅矛の刃の部分が見える様にするため、彫 り込み

は最旭ヽ限にすることになった。推って、原則的に台座の上面に銅剣・銅矛の縁が掛かるまでの

彫 り込みとし、その上で歪み、反 りなどが生 じた箇所については部分的に彫 り込みの調整を行

ない、全体が安定するようにした。

まず、脊の部分の溝を丸刀で荒彫 り (写真88)し、ある程度銅剣・銅矛を落とし込んだ上で、

銅剣・銅矛の輪郭を台座に書き、細部の当たりを調整する (写真89)。 通常の場合はここで、木

と物品の間にカーボン紙を換み、上下左右に少しずつ物品を動かして、印の着いた部分を除去

する方法を採るのであるが、今回の銅剣に限り刃先・縁の強度に若干の不安が認められたため、

カーボン紙の仕様は避けることにした。このため、日と指の感触で当たりを読み取り、数種類

の小刀・丸刀・平刀・豆飽等を用いて彫り進むこととなった (写真90・ 91)。 また、銅剣358本、

銅矛16本、個々の形状・反り歪みの状態がすべて異なるため、最初に各銅剣・銅矛の特徴をつ

かみ、可能な限り最小限の彫 り込みで確実に安定性のある台座の製作を心掛けた。銅剣 。銅矛

は茎部をつまんで取扱いを行なうため、この部分の彫 りは極力浅 く彫るように特に注意を払っ



第 3章 遺物の保存修理

た。最後に、深 く彫 り込んでできた角は、見た目の柔らかさと、展示の際に影が気にならない

ようにするため丸みをつけ、浅い彫 り込みの部分は、角を落とすにより新たに動きが生 じる可

能性があるため軽 く磨 く程度に留め、全体を研磨 して仕上げとした。

銅鐸

展示方法は銅剣・銅矛と大きな違いはないが、銅鐸内部の形状に合わせて当たりを読みとり

ながら桐材を帽子状に成型し、これに銅鐸を覆せるように置 くことで安定を計った。

台座板の製作 と台座の取り付け

多種・多様な方法が考えられたが、基本的な考えとして銅製品に悪影響 を与えないことが第

一条件であり、そのうえで展示や収納に際して重量が軽 く、柔軟性を持ち、経年変化等に対応

できる素材が要求された。協議 した結果、桐材が総ての要求に対して満足度の高い素材である

ことが確認され、桐材を使用して台座板を製作することとした。銅製品の重量や経年の変化等

を充分に考慮 した結果、桐材を直角方向に 3層 に積層した板を製作 し、その四方に桐材を接着

して台座板 とした (写真97)。

銅剣・銅矛の台座の取 り付けは、根元の部分にネジ山を切ってあるアクリル樹脂製 L宇型ピ

ンを製作 し、銅剣・銅矛の茎または袋部 と全長のそれぞれほぼ半分の場所にこのピンを取 り付

け、銅剣。銅矛を台座板に固定 した (写真95)。 このピンの採用により、従来のナイロンテグス

による扱いの不便さを解消し、ネジを緩めたり締めたりするだけで簡単に銅剣・銅矛の脱着が

可能となった。また、ピンにはビニールチューブを覆せ、物品に対する接′くの柔軟性を確保す

る工夫をした (写真94)。

一方、取 り扱いによっては折 り曲げ部分などでピンが折損する可能性 も考えられるが、何等

かの衝撃を受けた場合、ピンが折損することによって衝撃を緩和 し、銅剣・銅矛へのダメージ

が小さくなることを考慮 し、ピンの強度を決定 した。

銅鐸はピン・テグス等を使用 して固定をせず、台座だけを台座板に固定 した。台座板の大き

さは、上部に力がかかっても転倒 しないように幾分大きめの台座板を製作 した (図版58)。

似)桐検戸箱製作

台座・台座板の製作 と並行 してこれを収納する保存箱の製作 も進められたが、幾つかの考慮

すべき点や条件があり、何回かの協議を重ねたうえで仕様を決定 した。

保存箱の材料に関しては、歴史的経緯、実績、科学的性能が証明されていることを鑑みて、

桐材に勝る材料は考えられなかった。

保存箱の種類も多種、多様であるが、今回は次の条件を満たすことが要求された。
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断面詳細図

ステンレス製 ビス

番号表示用プレー ト 緩術チューブ

アクリル・ヒー トン
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第18図 銅剣・銅矛桐台座板断面図

1.重量のある文化財を収納する。

2.文化財本体に触れずに出し入れができる。

3.特に湿気を嫌う銅製品を収納する。

4.数量の多い文化財の故逸防止を計 りつつ、整理・分類の便を考慮する。

5,外部より何等かの衝撃が加わった場合でも文化財本体に影響を与えない。

6.維持・管理をして行 く上で、安全に取 り扱いができ、メンテナンスが容易にできる。

以上の〕点を考慮し検討した結果、桐検戸箱12箱・桐落戸箱 6箱 を製作することに決定した。

製作に際して、特に材料・技法に充分な配慮をした。以下にその要ッ点を述べることにする。

1.使用する桐材は堅年性・防湿性を高めるために、充分に灰汁抜き。乾燥を施した良質な材

を用いる。今回使用した桐材は、雨水等を利用した灰汁抜きを約 4年間施した後、さらに

約 4年間、自然乾燥した材を使用した (写真86)。

桐原木 (丸太)は伐採した時点では含水率が100%である。製材後の雨水等を用いた灰汁抜

きを施すと約60%、 その後の自然乾燥をすると30%ま で含水率は下がる。自然乾燥ではそ

れ以下には下がらないため、強制乾燥を施して含水率を8%～ 10%ま で下げる。それを室

内で加工していると15%～ 18%位 まで戻 り安定する。この状態が桐板には最適で、変形や

狂いを最小限に抑えることができる。

現在は含水率計などを用いて得た資料をもとに品質管理を行なっているが、含水率計など

ない時代より同様の工程は行なわれており、強制乾燥を「火入れ」或いは「木殺し」など

とよぶ職人用語が存在している。製材から灰汁抜き乾燥までの一連の工程は、桐材に携わ

る技術者の永年の経験によって培われた伝統技法の一端である。



第 4飾 収納箱の製作

一
∞
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
一

9冶%    か

目I

第19図 銅鐸桐検戸箱立体図

2.収納する文化財の重量を考慮して、よリー層の堅牢性を持たせるために、検戸箱の天地板、

側板、戸粋板には27%の厚手の材を使用し24%厚仕上 りとした。棚板・鏡前板はそれぞれ

21%厚 。13.5%厚 の材を使用し、18%厚 。12%厚の仕上 りとした。

3.桐検戸箱・桐落戸箱の各接着部分は総て柄組とし、よリー層の堅年性を計った。

4.桐検戸箱を設置する際、箱裏面と収蔵庫壁面との間には狭除な透間しかなく、通気性等の

点で問題が生じる可能性がある。これらの問題に起因する木痩せ 。木割れを防止し、さら

に強度を高めるため、編材を直角方向に 5層 に積層し、両面に桐材を接着した桐板合板を

製作して、箱裏面の材に使用した。

5.桐検戸箱底部分は床と接するため、箱裏面と同様、通気性等の′点で問題が生じる怖れがあ

る。それとともに文化財を収納した際の桐検戸箱の総重量を考慮して、床面と桐検戸箱の

間に朴材を用いた台輸板を設置し、床面より約 6 cm桐検戸箱を上げることで通気性を確保

し、また最下段の出し入れを容易にした (図版60-2・ 61)。

6。 銅剣・銅矛の台座板の出し入れの際に、銅剣類の載った重量のある台座板を安全に出し入

れできる様に、各棚板前面部分に2ヶ所 くり込みをつけ、容易に台座板を取扱えるように

工夫した (図版60-3)。

7.文化財を安全第一で取扱うために、保存箱の高さを、人間の限の届 く位置までに押えるよ

1,130り怖
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う留意した。

8.使用した桐材は相当量に上ったが、木節や白太等、保存箱製作に不適当な材は取 り除き、

1箱の保存箱製作に必要な桐材を可能な限り1本の桐九太材より揃えるよう配慮した (写

真84)。 また、今回製作した全ての保存箱の桐材も同一産地の桐丸太材を使用するように心

掛けた。これは将来にわたって収納された文化財ばかりでなく、保存箱自体の経年による

変化を最/Jヽ限に押えることになる。

以上が保存箱製作に当って、特に配慮した事柄である。

全ての作業が終了し、埋蔵文化財調査センターの特別収蔵庫内に設置された保存箱を拝見さ

せて頂 くと、環境・状態もよく、神庭荒神谷から出上した貴重な文化財が未来へ確実に伝えら

れてゆくことを確信した。 4年間に及ぶ作業を振 り返って見ると、様々な事があり、一喜一憂

した事が思い出されるが、無事に完了した今、感無量の想いである。
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保存修理保護材取付位置

1.保存修理保護材の取付は、基本

的に銅剣を取上げた際に上に向い

た面 (A面 )に行ってお り、中に

は両面に取付けたものもあるが、

ここでは片面のみ掲載 した。

2.Bl～ B15,Cl～ C4,Dl・
D2は B面が取上げの際の上面で

ある。

3.保護材取付位置 と使用 した接着

剤の種類は以下のとお りである。

和紙による裏打ち

シアノアクリレート系接着剤

シリコーン樹脂 (取上時)

エポキシ系接着剤

夕J

□
□

囲
鰯

図版 1



図版 2保存修理保護材取付位置



図版 3保存修理保護材取付位置



図版 4保存修理保護材取付位置

Bll(3面 )(B画 )



保存修理保護材取付位置 図版 5



保存修理保護材取付位置 図版 6



保存修理保護1材取付仕1置 図版 7



図版 8保存修理保護材取付位置



図版9保存修理保護材取付位置



図版 10保存修理保護材取付位置



図版 11保存修理保護材取付位置



保存修理保護材取付位置 図版12



保存修理保護材取付位置 図版 13



図版 14保存修理保護材取付位置



図版 15保存修理保護材取付位置



図版 16保存修理保護材取付位置



図版 17保存修理保護材取付位置



図版 18保存修理保護材取付位置



図版 19保存修理保護材取付位置



保存修理保護材取付位置 醜 20



保存修理保護材取付位置 図版21



図版22保存修理保護材取付位置
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図版23

ヒ全」 D2(B面 )
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保存修理保護材取付位置 田版24



図版25保存修理保護材取付位置
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保存修理保護材取付位置 図版28



図版29保存修理保護材取付位置



保存修理保護材取付位置 図版30



図版31
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3 銅剣模鋳品の設置状況



図版33

1 銅鐸銅矛模鋳品の設置状況

2 園路広場 (エ ン トランス )

3 エ ン トランス西側の園路



1 尾根部園路工事

2 公園頂上部 と園路

3 青銅器出土地′点横の園路



図版35

園路 (丸太階段)

施工状況

2 同上

3 園路広場の木製ベン
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図版36

青銅器出土地 申́

の向い側斜面

2 観賞用デッキ

3 同 側面



1 エン トランスの案内サイン

2 解説パネル (銅剣 )

3 同 (銅鐸銅矛 )



図版38
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3 園路広場基盤工事



図版39

1 園路広場芝張工事

園路広場舗装用混成上

(セ メン ト系固化材 )

3 園路広場舗装工事



図版 40
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図版 41
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図版 42
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図版43

A24号銅剣保存処理・修復後

同X線透過写真

A25号銅剣保存処理・修復後

同X線透過写真
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図版45

B92号銅剣保存処理・修復後

同X線透過写真

C9号釦剣保存処jlll・ 修復後

同X線透過写真



図版46
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同X線 |を過写真
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B93号fHl剣 保存処理・修復後

同X線透過写真

B102号銅貪1保存処理・修復後

同X線透過写真



D33号 1同剣保存処理・修復後

同X線透過写真
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D57ケ 1同 剣 afl竹 とぼ1ぃ a好 と」Vlか け (保存処llll・ 修復前)

l�〕|十К十「処Pll・ ‖歩イ笈イ4)

とう22を 卸J剣 縞引穴青食

C508知剣

4 A34弓 釧剣 断文の例
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C92号銅剣 巣の中の円柱状の具物

D49号銅父U 巣の中の釧状結品
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4号銅矛
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1 2号εFl芳 2 5'1寺 ,1イ
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6ぢ 銅芳
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10号針1矛
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1

5号銅矛 型持 たせ

2 11号銅矛の楽部分 ステレオ撮影
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:げド奪奪

2b ttEli

1 1ケ a IIl斜

2 2サ 3可 鐸

3 6サ val鐸



1 飼剣収納ベッドと台座

2  「]

3 銅alJl踏内状況
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欅

1 銅得収納台座 とllR納箱

2 銅鐸収納方法

3 収納箱側面
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1 銅矛収納状況

2 同

3 銅矛収納べ ノヽドと台座
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1 銅剣収納箱設置状況

同 (鏡板をとった状態 )

麟 饉墨隷墨1窪該選
!―聾す墓壌こ:三昌§尋

3 同 拡大
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1 銅矛llk納 箱

2 銅鐸収納箱

3 同 落戸箱を取 り出した状況
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